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痴呆性老人キャンブの実際とその課題

淡路島シニアキャンブのボランティア研修を通して一一

Practice of Senior Camp 

池 田 由 紀 小林文子 八回勘司

E要 約1 近年わが国において痴呆性老人は増加傾向にある.痴呆性老人に生き生き暮らしてほしいという願い

から，キャンプが実施されるようになった.

今回，痴呆性老人を対象とした淡路島シニアキャンプのボランティア研修に参加し，痴呆性老人の残存機能を引き

出す方法として，看護的視点から課題を検討した。その結果，回想療法，音楽療法，環境療法などを取り入れること

の必要性が示唆された

Eキイワーは 痴呆性老人，キャンプ，ボランティア， QOL，看護の役割

I はじめに

近年わが国は，高齢者人口の増加に伴って p 痴呆性

老人が増加傾向にある.痴呆対策には家族のみならず¥

保健医療従事者，福祉関係者の確保@充実および保健

福祉サービスのネットワークづくりが必要といわれて

いる 1) わが国では痴呆性老人に生き生き暮らしてほ

しし hという願いから，キャンフ。が実施されるようになっ

てきた. しかし，それだけに，参加者の特性に応じた

プログラムの開発という新たな問題も指摘されている 2)

痴呆性老人のコミュニケーションのーっとして回想療法

が有効である 3)ことを著者らはすでに紹介している.

わが国における最初の痴呆性老人キャンプは， 1993 

年 9月兵庫県大屋町において，大阪の高齢者レクリエー

ション研究会の主催で行われた.その取り組みについ

ては，金山により報告されているわ.

今回，淡路島シニアキャンプのボランティア研修に

参加する機会を得たのでその内容を紹介し，看護職の

果たせる役割の可能性を探りたい.

E キャンプの事前準備

青少年に対する組織キャンプにおいて，キャンプの

実施にあたっては最善の準備がなされる.この痴呆性

老人に対するキャンフ。も同様であった。さまざまな角

度から綿密に検討されているが常に安全の確保を第

ーとされてきた.

1 目的

キャンプにはいろいろな立場の人が関わる.施設で

の介護にあたる職員，医師看護婦，学生，福祉事務

所の職員，キャンプの専門家，運転手などさまざまで

ある.キャンプの運営をするためには，まず何のため

に，何をめざしてという目標や目的を共通にすること

が大切であるり.

今回のキャンプの目的は 「痴呆の症状をもったお

年寄りが，日常から離れたところで生活し，いつもと

違った体験を楽む」ことであった.

2 場所

キャンプは，南淡路国民休暇村で実施された.場所

の選定にあたっては，重度の障害者や高齢者を対象にす

る場合，最低次の4つが満たすべき条件とされている.
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0居住地域から近いこと

O経費が安いこと

0緊急の避難場所が確保されていること

0管理責任者の姿勢が柔軟で3 さまざまな工夫に協力

的なこと

その他として，医療機関との関係や給食施設がある

こと サイトがフラットであることなどである.

以上のことから南淡路国民休暇村はキャンプに適し

ていると選定された.キャンフ。場は内海に隣接し，船

着き場まですぐに行けた.痴呆性老人が利用している

主催者の特別養護老人ホームは，キャンプ場まで 1時

間以内の距離であった.

3 日程

1997年8月22日，....，_，8月23日の l泊2日で実施された.

本来，障害者や高齢者にとって夏や梅雨時，冬は気候

的に大きな支障になる.過ごしやすい 5月や 10月を

中心に考えることがよいが他の行事やキャンプ場の

都合によって日程，時期は変更せざるを得ない. この

夏も暑く，健康な成人にとっても厳しい暑さであった

が，緊急の避難場所があったこと，屋根付き休憩場所

があったことから問題は何もなかった.

4 参加者

痴呆性老人は特別養護老人ホーム入所者 10名とデ

イケア利用者 1名であった.施設の職員は 20名，一

般キャンフ。指導者およびボランティア 8名，ボランティ

アの学生・短大生・高校生・中学生など 25名，合計

6 4名が今回のキャンプ参加者であった.

痴呆性老人の選定にあたっては，以下のことが配慮

されていた.

0キャンプに耐えられる体力のある人(キャンプ実施

の3か月前より施設側が何人か選定してデーターをと

る.キャンプ実施の 1か月前より外出を多くする.) 

0キャンフ。参加について家族に了解を得ておく.

0キャンフ。に続けて参加してもらい経過をみる.今回

は3人の老人が昨年もキャンプに参加された人たちだっ

た.痴呆の程度や症状はさまざまである.

0キャンプ場の特徴にともない参加者選定にその老

人の育った環境を考慮する.今回は海の近くであった

ので，元漁師，漁業関係の職業についていた老人，海

の近くで育った老人が参加された.

5 プログラムとスケジューノレ

プログラムは，キャンフ。場の選定，参加者のニーズ

を考慮して決定された(資料 1).基本的には，ゆっ

たりした時間の中で，自分の興味あるものを選んでも

らうことであった.そこでの生活を楽しんでもらうこ

とであった.老人ホームでの生活は，スタッフや時聞

の関係上，決められた時間に決められたことが流れて

いく.しかしキャンプでは自分が認められていると

いう場をつくり，自分の生活史の中に染みついている

事柄の再現がはかられる.

前回までは，キャンプの専門家である人たちがプロ

グラムやスケジュールなどをコーディネイトしていた

が，今回は施設側によって全面的に企画運営がなされ

た施設側の意図は，常に安全を確保し P 見守ってい

く中で，痴呆性老人が楽しい時間をもてるように準備

しておくことであった.

車 キャンプの実施

l 痴呆性老人受け入れ準備

スタッフは，キャンフ。の前日より受け入れ準備を行っ

ていた.ボランティアたちも前日より参加し，オリエ

ンテーションと講習を受けていた.その主な内容は，

痴呆とは何か，痴呆の症状と行動への対応についてな

どである.参加者全員が共通の目的意識をもって，そ

れぞれの役割が果たせるよう 役割者間でのミーティ

ングが組み込まれていた.

2 歓迎のセレモニー

痴呆性の老人たちは， 2台の送迎パスに乗りキャン

プ場に到着した.老人たちは介護の職員に手をとら

れてパスを降り，すぐに直接介護の役割をもっボラン

ティアの学生に紹介された.全員がそろったところで，

歓迎のセレモニーが開始された.

自己紹介，挨拶，歌，指ゲームなどによって，参加

者の気持ちが次第に一つになっていく雰囲気が感じら

れた.

3 食事

食事は，キャンプにとって欠かせない楽しみの一つ

である.献立から材料の購入と保管，調理器具，食事

場所についても，細かな点まで考慮されていた.

まず，第 1日目の昼食はビビンパ井と牛肉井の自由

選択式であった.決まりきった定食よりも，食べるも

のを選択できることは食事の楽しみを増す.このこと

は，終始配慮されていた.その日の夕食は，痴呆性老
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人が釣った魚も加えいろいろな食材のバーベキューと

豆腐のお好み焼，さらに痴呆性老人も一緒に作った手

打ちうどんであった.

第 2日目の朝食はカートンドッグという牛乳パック

を利用したホットドッグで，老人は作るところから参

加していた.昼食は，ペットボトルを利用した手作り

の流しそうめんと鰻井であった。

食事の準備からあとかたずけまで，その老人の生活

歴を配慮することで，老人の自主性が発揮されていた.

食器洗いを手伝おうとする人，うどん粉こねやうどん

切りをする人，魚を釣ってさらに三枚におろす人など

自主的に楽しみながら参加していた.

真夏であることや，抵抗力のない老人であるという

ことからも，食中毒対策は十分考えられていた.また，

水分補給についても，時間的によく冷えたお茶を配っ

たり飲みたいときに飲めるように準備されていた.

4 排出

誘導すればトイレに行ける老人がほとんどであった

が， 9 0歳の男性は車椅子移動であった.そのため，

シートで覆った簡易トイレが緊急非難場所の近くに，

写真 1 歓迎のセレモ二一

写真2 テントサイ卜

またテントサイトにも設置された.今回参加した老人

ではおむつをしていない老人は 2人だけであったが，

直接介護の学生が時間的にトイレ誘導を行っていた.

夜間についても同様であったが，おむつ交換は施設の

職員が交代で行っていた.

5 睡眠

直接介護の学生とのベアで，テントで宿泊した.テ

ントサイトに明りが少なく またテントの入り口が狭

くて屈まなければ入れないため，初め老人は一瞬驚い

たようであった. しかし施設職員が先にテントの中に

入り大丈夫であることを示すとすんなりテントに入っ

て行ったことには，私たちのほうが驚いてしまった.

寝具は，普段老人ホームで使用している毛布や愛用の

枕が使われていた.

夜間は，交代制で見回りが行われ，先に述べたおむ

写真3 うどん作りに熱中する老人

写真4 老人を中心!こ会話がはずむ
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つ交換が行われていた.

6 活動

プログラムは，食事の時間を除いて，何をしてもよ

い時間が多く設けられていた.画一的なプログラムで

なく一人一人が好きなことを楽しめるように工夫され

ていた.例えば，釣をするグ、ルーフ¥輪なげに興ずる

グループ，うどん作りに熱中するグループ，談笑しな

がらちぎり絵をするグループ，お昼寝グループ p 懐か

しい歌を歌っているグルーフ¥老人を中心として会話

がはずんでいるグループなどが自然にできていった.

どこにも無理がなく，なおかつ参加者全員が楽しんで

いたのである.個人の気持ちを大切にして，ゆっくり

と時聞が流れていった.

7 音楽

今回のキャンプで忘れてならないのは音楽であった.

歓迎のセレモニーから見送りのセレモニーで終わるま

で，終始音楽があった.だれでも一度は聞いたり口ず

さんだことのある音楽がいつも流れていた.アコーディ

写真 5 ウクレレを弾く老人

写真 6 老人に話しかけるボランテイア学生
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オン，ウクレレ，小型のギター，手作りのマラカスな

どに誰でもさわれ自由に弾けた.音のある世界は，気

持ちを明るくさせてくれいろいろな思いを一つにし

てくれる。時にはパックグラウンドミュージックになっ

たりする. リズムに合わせて手拍子をとる人もいれば，

からだを揺すって表現する人もいる.そんな音楽の存

在が，キャンプをさらに楽しいものにしたようだ.

8 ボランティア

大学，短大，高校，中学などそれぞれ年齢も背景も

性別も違うボランティアたちのキャンプを通しての変

化は大きなものであった白 この痴呆性老人キャンプが，

障害を持った高齢者に対してばかりでなく，参加した

者にも大きな影響を及ぼすことがわかった.

学生ボランティアたちは初めて痴呆性老人に接す

る人が多かった.初対面時には緊張感が強く，老人に

何か話しかけなければといった様子が見受けられた.

しかし，時間が流れ，食事や排世や自由時間を共にし p

夜間は一緒に休むことで，老人に何かしなければといっ

た緊張感はまったく見られなくなった.一昼夜を共に

したことは，ボランティアの学生をまるでずいぶん前

からの知り合いのような信頼感と自然さをもって老人

に寄り添わせた。お別れのとき ある学生は泣き出し

てしまった.老人に寄り添えた達成感と別れの寂しさ

が交錯したようだった.初めの顔と比べれば，まさし

く成長した顔に変わっていた.

百 痴呆性老人キャンブにおける看護の課題

以上に紹介した痴呆性老人キャンプの内容から?看

護の課題を上げると次のようなものが考えられる.

老人は様々な体験をしてきている.挫折や死と生に

まつわる思い出も多い.そんななかで人生の喜び，生

きがいに燃えてきたはずである.そのような貴重な体

験を痴呆性老人が語れる場としてキャンプが可能であ

る.看護の治療的関わりに回想療法P 音楽療法，環境

療法などがある.これらを取り入れることによって，

老人のQOLを充実させることができるめ.

V おわりに

痴呆性老人のキャンプに初めて参加して，私たちは

その明るい雰囲気にまず驚いた.痴呆性老人が日常生



活とは異なった状況の中で，どのようにキャンプをす

るのだろうかと不思議であった.ところが，特別なこ

とではなかった.みんながゆったりとしていた.みん

なが，みんなを受け入れていた.初めてこのキャンプ

におっかなびっくりで参加した私たちまでも，包み込

むように受け入れられた.立場も年齢も性別も意識し

ないで楽しむことができた.お互いを信頼する暖かい

心を感じ，人が共に生活をするという原点が見えた.
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資料 1 キャンプ日程表

時!日] プログラム 介lfiliスタッ 7 i立'JTスタップ グフンドスタッフ 自11 ご:13"

11・00
30 

12 : 00 キャンフ“場納品搬入 キャンプ場viM，¥搬入
30 ボランティア迎え f詰抗予型備 ボランティア迎え(職w

13 :日日
30 すいせんホ ノレ集合

14 : 00 ボランティア者

30 

ボランティ 7 ・オリエンテーション
説明担当

一日込tJ一
14 日日 職員

*7'ログラム・・・ T.K
15 : 20 ボランティア *個人担当 .. 'M.T 

各ボランティア・講習会員 *環境・設備・・ 'M.Y

参加できる臓員 *役割 'N.M 
*レク • A.B 
*食事 • 'M.D 

16 : 00 
日 30 夕食(ボランティ 7・講習会員) キャンプ参加利用者と直接介護

17 : 00 のボランティ 7と 絡に食事を
30 とる

18 : 00 
30 キャンフ.場出発 キャンプ場出発 テント設営

19 : 00 着 着 設備説明
30 入浴(休憩付) 入浴(休憩付) 役割確認

20・00 備品チェック
30 ミーティング ミーティング

21 : 00 手必寝 就寝
30 

22 :日日

時間 プログラム 介護スタッフ 食事スタッフ グランドスタッ 7 備 考

6: 00 起床 起床 起床 起床 キャンプ場

30 朝食準備 前泊者

7 日日
30 朝食 朝食 朝食 朝食

8: 00 片付け

30 スタッフミーティング
9 : 00 

30 
10: 00 すいせん出発 受け入れ準備 昼食準備 環境準備

30 
11 : 00 キャンプ場着

30 セレモニー

12・00 記念撮影

30 昼食 昼食 昼食 昼食 講習会員手伝い〈昼食)

13 : 00 休憩 片付け

30 レクリエーション レクリエージョン レクリヱーション なにをしてもよい

日
14 : 00 おやつ作り おやつ作り

30 自由参加

15 : 00 おやつ おやつ

30 夕食づくり 夕食準備

16: 00 自由参加

目 30 
17 : 00 

30 夕食 夕食 夕食 夕食 講習会員手伝い(夕食)

18: 00 休憩 休憩

30 片付け

19 : 00 レクリエーション クリエーション レクリエーション

30 水分補給 お茶

20 : 00 就寝準備

30 スタップミーテインタ(集まれる人のみ)

21 : 00 就寝

30 担当参加者とともに就寝 入浴はありません

22 : 00 就寝 就寝 就寝 夜間巡回
* 10 : 00-12 : 00 M.O 

夜間巡回 *12: 00-2: 00 T.K 
* 2 : 00-4 : 00 M. Y 
*4 :00-6 :00 A.B 

時間 7'ログラム 介護スタッ 7 食事スタッフ グランドスタップ 4南 宅令

6: 00 
30 

7 : 00 起床 起床 起床 起床

30 洗面・緋j世介助・起床チェック 朝食準備

8: 00 朝食 朝食 朝食 朝食

2 30 休憩 片付け レクリエーション準備

9・00 レクリエーション レクリエーション テント片付け

30 手すき職員

10 : 00 水分補給 お茶 昼食準備

日 30 
セレモニー

11 : 00 
30 

7ンケート活動記録・配イ'6J己人
12 : 00 

自
30 朝食 昼食 昼食 昼食 IW~習会見手伝い(!草食)

13 : 00 休憩 tlHけ
30 倣品川 Hけ・積み込み

14: 00 帰所iI"備 排ittt介助
30 帰所出発 見送り 見送り 見送り

15・00 後片付け 後片付け
30 最終チェック ボランティア送り(職員)

16 :日日
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